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大学間連携共同教育推進事業の目的

 日本社会の構造変化とグローバル化に対応する
人材育成

 主体的に考え行動し、社会の課題を解決できる
多様な人材の育成

 地域・分野に応じて大学間で連携。教育の質保証
システムを共同で構築

 平成２４年度より５年計画で事業を展開



ライティング／キャリア支援

 〈考え、表現し、発信する力〉

 ライティングにおける多様な力の統合

資料を検索し読解する力

データを分析・総合する力

論理的に考える力

表現する力

コミュニケーション力

 学士教育の中で〈生きる力〉を育成する



取組の全体像

 取組の五つの柱

① ライティングセンターの充実

② eポートフォリオの開発

③ 評価指標の確立

④ カリキュラムとの連動

⑤ 社会との連携



本シンポジウムの課題

 2012年度シンポジウム

ライティングセンター ： 日本の現状と課題

 2013年度シンポジウム

日本の大学教育におけるライティングセンターの可能性

－ 米国の先進事例を踏まえて

 2014年度シンポジウムの課題

ライティング／キャリア支援の更なる発展

①社会との双方向的な連携の実現

②支援ツールの活用（eポートフォリオなど）



eポートフォリオの開発と活用

 開発方針

① 「考え、表現し、発信する」能力を備えた人間を

養成することを目的

②両大学のみならず、他大学への波及も視野

 開発体制

両大学の教職員と開発企業の共同開発



eポートフォリオの開発と活用

 開発プロセス：ユーザ中心設計

→ユーザビリティを考慮したシステム開発手順

①利用状況の理解と明示

→行動観察調査等の質的調査

②ユーザ要求の特定

→ペルソナ・シナリオ法による分析

③要求を満たす設計の作成

→プロトタイプ（試作）の作成

④要求に対する設計の評価

→ユーザビリティテストの実施

（樽本、2014）



eポートフォリオの開発と活用

 TECfolioの主要機能

・授業や課外活動において議論する場。

・議論を通して生成される学生の成果物を収集する場。

ポートフォリオ
・集約された成果物を選択したうえで、メンターとともに
　ポートフォリオを形成し、学修活動を振り返る場。

・ポートフォリオを他者に発信する場。

・設定した範囲内で相互参照できる場。

コミュニティ

ショーケース



eポートフォリオの開発と活用

 今後

①プロトタイプの検証、評価

②システムの実装、両大学での運用と評価

③他大学への展開



参考資料 TECfolio ― コミュニティ
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掲示板と
共有フォルダ

ルーブリック
の提示

資料提示と
課題収集



参考資料 TECfolio ― ポートフォリオ
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成果物の選択

メンターの
指定

ルーブリック
による評価



参考資料 TECfolio ― ショーケース
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公開範囲の
設定

公開された
ショーケース

他者のショーケースを閲覧

公開された
ショーケースへ
のフィードバック


